八草地区周辺整備に関する取組状況（豊田市）

１．産業集積用地の整備に向けた検討

　（１）事業概要

八草地区の山林において、民間企業の研究開発施設などの産業集積用地を整備する。
（２）今年度の取組
　　　自然環境調査の経過や、保安林などの土地利用規制を考慮した土地利用計画を検討し、事業化に向けて関係機関との調整を進めている。
　
（３）平成22年度の取組予定
　　　自然環境調査を継続して実施すると共に、保安林などの土地利用規制や事業採算性等の諸課題を整理しつつ、事業化に向けた検討を更に進めていく。
　
２．土地区画整理事業等の手法による市街地整備に向けた検討
　（１）事業概要

八草地区は、第7次豊田市総合計画（H20.3）、豊田市都市計画マスタープラン（H20.3）において「拠点地域核」に位置づけられている。

　　　公共交通機関（リニモと愛知環状鉄道）が結節する豊田市の北の玄関口として、駅周辺の活性化、居住者にとっての生活環境向上、自然環境と調和した「拠点地域核」にふさわしい良好な市街地形成に向け、地元まちづくり組織との共働による検討を進めている。
（２）今年度の取組

　　　まちづくり推進委員会の実施（2回）。市街地整備の必要性や、事業に対する市の考え方等、実現に向けた取り組み方針の共有を図ってきた。

　（３）平成22年度の取組予定

　　　地元まちづくり支援、まちづくり意識啓発活動、関係機関との協議調整を実施していく。


３．パークアンドライド駐車場リニューアルの検討

　（１）事業概要

豊田市では18年度に公共交通基本計画を策定し、利便性の高い公共交通ネットワークの構築を行っている。八草駅はリニモと愛知環状鉄道が結節する豊田市の北の玄関口であり、名古屋方面及び豊田市街へのアクセスに適していることから、パークアンドライド駐車場を整備し、公共交通の利用促進を図っていく。
（２）今年度の取組
　　　駐車場拡幅工事設計を実施。

※平成20年度から、自動車43台分（平成21年4月から55台）のパークアンドライド用駐車場の供用を開始しているが、利用が多く駐車場枠が不足がちのため、台数増などを含めた駐車場のリニューアルを検討。
　（３）平成22年度の取組予定

　　　拡幅工事にかかる地元・関係機関調整

４．保見地域デマンドバス社会実験
　（１）事業概要

平成２２年２月の月・水曜日（計８日間）に、保見地域で地上波デジタル放送等を使ったデマンドバスの社会実験を行った。八草駅から浄水方面（名鉄浄水駅・豊田厚生病院等）へ直通で行ける唯一の交通手段となるため、実験結果等を踏まえて、地域の運営協議会と連携し、本格運行を検討していく。

（２）今年度の取組
　　　平成22年2月にデマンドバスの社会実験実施。

　

（３）平成22年度の取組予定

　　　社会実験の結果と地域のアンケート結果を踏まえ、デマンドバスの導入や浄水駅方面への延伸が適当かどうかを、地域運営協議会と連携して検討する。
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